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・夏場の洪水調節容量を最大7,500万m3から最大9,800万m3(約1.3倍)に増量します。

・低い貯水位でも放流できるように新たな放流管を増設します。

平成平成1818年年77月の記録的な豪雨によ月の記録的な豪雨によるる甚大な被害を受け、川内川流域の洪水甚大な被害を受け、川内川流域の洪水
被害軽減を目的とし平成被害軽減を目的とし平成1919年度より鶴田ダム再開発事業に着手。年度より鶴田ダム再開発事業に着手。

再開発後（洪水期）現況（洪水期）

死水容量

洪水調節容量
※75,000千m3

現放流
施設

洪水時最高水位

EL131.40m
現放流
施設

洪水時最高水位

最低水位
EL115.6m

洪水調節容量
※98,000千m3

貯水池の運用変更貯水池の運用変更

増設
放流施設

予備放流による
水位低下

※洪水期における最大の洪水調節容量

最低水位発電容量

堆砂容量 堆砂容量

●●事業の目的事業の目的

予備放流による
水位低下

洪水調節容量と
発電容量の共有
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ダムの現有機能（治水・発電）に対する影響を最小限にとどめるため、放流管及び発電管
工事に関する貯水池内の水位制約（下図参照）は非洪水期のみとし、洪水期は従前の運用
として工事を進めます。

工事運用水位

WL=133ｍ

③上流仮締切設置

①天端構台設置

④堤体削孔

通常運用 WL=160ｍ以下

②台座
コンクリート

●貯水池内工事：発電に最低限必要な水位で施工し、

発電継続

⑥制水ゲート
設置

工事運用水位

WL=概ね120ｍ

⑤ベルマウス設置

通常運用 WL=160ｍ以下

●仮締切内工事：堤体貫通時の必要最小限の期間のみ、
工事の安全を最大限確保するために

水位を最大限低下し、

発電停止
●増設放流管：Φ4.8ｍ×3条
●付替発電管：Φ5.2ｍ×2条
●増設減勢工：延長約200ｍ、

副ダム付き水平水叩き方式
の２段式減勢工

●既設減勢工：約110ｍを約230ｍに改造
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増設放流設備

増設減勢工

既設減勢工改造

付替発電管

鶴田ダム再開発の完成予想図鶴田ダム再開発の完成予想図
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工事運用水位
WL=133ｍ

③上流
仮締切設置

⑥制水ゲート
設置

工事運用水位
概ねWL=120ｍ

①天端構台設置

②台座
コンクリート

⑧堤内管設置

WL=160ｍ以下

⑤ベルマウス設置

工事運用水位
WL=133ｍ ④堤体削孔

STEP1 ①天端構台設置、②台座コンクリート STEP2 ③上流仮締切設置、④堤体削孔

STEP3 ⑤ベルマウス設置、⑥制水ゲート設置
⑦仮締切撤去

STEP4 ⑧堤内管設置

⑦仮締切撤去

【現在は、STEP1の段階を施工しています。】
●●堤体削孔（放流管・発電管）工事の進め方堤体削孔（放流管・発電管）工事の進め方
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・作業の効率化と潜水士の安全確保のため・作業の効率化と潜水士の安全確保のため「飽和潜水」「飽和潜水」方式を採用。方式を採用。
・潜水作業は、深度が深くなると潜水時間の制限、減圧時間の増大、・潜水作業は、深度が深くなると潜水時間の制限、減圧時間の増大、
呼吸ガスの管理などの制約条件が厳しくなるため、潜水士に作業期間呼吸ガスの管理などの制約条件が厳しくなるため、潜水士に作業期間
（約１ヶ月）を通じて作業水深と同じ気圧の居住空間で生活してもらい、（約１ヶ月）を通じて作業水深と同じ気圧の居住空間で生活してもらい、
作業終了後に減圧し大気圧に戻す飽和潜水を採用している。作業終了後に減圧し大気圧に戻す飽和潜水を採用している。

飽和潜水士飽和潜水士

飽和潜水士

作業時

作業終了時

水中エレベータ

ベル

潜水士 居住空間（船上減圧室）

●●大水深下での潜水作業大水深下での潜水作業
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鶴田ﾀﾞﾑ再開発事業の概要

●●工事進捗状況工事進捗状況(H24.(H24.99.23.23撮影撮影))

【平成２４年度の内容】
・増設放流設備に関する堤体工事、増設減勢工工事、
ゲート製作据付工事を継続。

・新たに放流管据付工事に着手。

増設減勢工

貯水地内仮桟橋

台座工浚渫及び
飽和潜水作業 天端仮設構台

仮設備ヤード

(ﾊﾞｯﾁｬｰﾌﾟﾗﾝﾝﾄ)
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• 仮設備ﾔｰﾄﾞ(ﾊﾞｯﾁｬｰﾌﾟﾗﾝﾄ）
ﾊﾞｯﾁｬｰﾌﾟﾗﾝﾄでは、ｾﾒﾝﾄと４種類
の大きさの砂利と水を練って、

減勢工のｺﾝｸﾘｰﾄを現場で造りま
す。

打設開始に伴い平成23年12月
末より運用を開始しています。こ
こで製造されたｺﾝｸﾘｰﾄは、減勢
工までﾄﾗｯｸ等で運び打設してい
きます。
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• 台座ｺﾝｸﾘｰﾄ設置

（発電側）

浚渫が完了し、発電１号は
型枠設置後、水中ｺﾝｸﾘｰﾄ打
設も行い、完成に近づいて
います。

発電２号は型枠を設置出来
るよう、準備中です。

型枠
(１号用)

湖底へ

天端仮設構台にて組立

（ｲﾒｰｼﾞ図）

型枠
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工場での様子工場での様子

この仮締切は大阪の工場で造
られ船や公道を使ってこの場所
まで運ばれてきます。

工場から運ぶ際、このままでは
ｻｲｽﾞが大きく運べないため左下
の写真の様に分割して、ﾄﾚｰﾗｰ
で運搬します。

分割されてきた３つの仮締切を
現地で溶接し１つのﾌﾞﾛｯｸにしま
す。

仮締切仮締切

上 流 仮 締 切上 流 仮 締 切

現地に搬入した様子現地に搬入した様子
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移動式テント

移動台車 仮桟橋

運搬ルート地組立ﾔｰﾄﾞ地組立ﾔｰﾄﾞ • 上流仮締切地組立ﾔｰﾄﾞ

現在、上流側では地組立ﾔｰﾄ
ﾞ(写真-②)にて上流仮締切の

組立作業を行っています。

• 仮桟橋

出来上がった仮締切は②のﾔ
ｰﾄﾞから移動台車を使って、こ
の仮桟橋まで運びｸﾚｰﾝで湖面
上の船へ降ろしﾀﾞﾑ堤体の近く
へ運搬します。
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